
11
日
、
夏
季
教
育
研
究

集
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
ま
し
た
。

全
教
の
書
記
次
長
で
生

権
法
制
局
長
の
吹
上
勇
人

さ
ん
が
「
今
ど
う
な
っ
て

る
の
～
定
年
延
長
や
人
事

評
価
制
度
、
教
員
免
許
更

新
制
～
」
と
題
し
て
講
演

し
ま
し
た
。

【
講
演
の
概
要
】

（
１
）
２
０
２
１
年
の
人

事
院
勧
告
の
概
要
と
全
教

の
評
価

８
月

10
日
に
人
事
院
よ

り
国
家
公
務
員
の
給
与
の

改
定
に
つ
い
て
勧
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、

月
例
給
の
改
定
は
行
わ
な

い
、
特
別
給
（
ボ
ー
ナ
ス
）

は
４
．
３
０
月
分
に
引
き

下
げ
る
（
前
年
度
マ
イ
ナ

ス
０
．
１
５
月
）
、
不
妊

治
療
の
た
め
の
特
別
休
暇

や
育
児
休
業
等
に
関
す
る

法
律
の
改
正
な
ど
で
す
。

話
の
中
で
驚
い
た
の
は
、

全
国
平
均
最
賃
額
は
９
３

０
円
と
な
り
、
一
般
国
家

公
務
員
高
卒
初
任
給
の
時

間
給
換
算
額
８
９
７
円
と

の
格
差
が
さ
ら
に
広
が
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
地
域
間
格
差
も
大
き

く
、
長
崎
県
は
、
最
低
賃

金
や
公
務
員
給
与
の
水
準

は
、
最
低
ラ
ン
ク
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

（
２
）
人
事
評
価
制
度
の

こ
の
間
の
経
過
と
全
国
か

ら
見
た
長
崎
の
現
況

「
教
員
評
価
」
制
度
導

入
の
経
過
を
２
０
０
１
年

か
ら
の
動
き
の
説
明
が
あ

り
、
先
行
導
入
さ
れ
た
学

校
現
場
で
は
、
結
果
や
効

率
性
が
重
視
さ
れ
て
家
庭

や
背
景
が
軽
視
さ
れ
た
り
、

指
導
困
難
な
生
徒
を
避
け

た
り
、
恣
意
的
な
評
価
が

横
行
す
る
実
態
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
２

０
１
４
年
の
法
改
正
で
評

価
制
度
が
法
制
化
さ
れ
た

こ
と
で
、
導
入
が
加
速
し
、

九
州
地
方
が
最
後
ま
で
導

入
を
阻
止
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
法
制
化
を
盾
に

総
務
省
が
全
国
の
人
事
委

員
会
に
指
導
と
い
う
名
の

圧
力
を
か
け
る
よ
う
に
な

り
、
導
入
が
進
み
ま
す
。

教
育
の
条
理
に
基
づ
い
た

粘
り
強
い
交
渉
で
、
実
質

的
な
導
入
を
運
用
で
阻
止

し
て
き
た
県
が
あ
り
、
長

崎
で
も
、
こ
れ
ま
で
導
入

を
阻
止
し
て
き
た
県
教
委

を
励
ま
し
な
が
ら
、
教
員

評
価
が
な
く
て
も
学
校
の

活
性
化
が
な
さ
れ
て
き
た

こ
と
や
教
育
の
中
に
評
価

を
持
ち
込
む
こ
と
で
職
場

に
分
断
が
生
ま
れ
る
こ
と

な
ど
の
弊
害
を
共
有
し
な

が
ら
、
粘
り
強
く
取
り
組

み
を
続
け
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
３
）
定
年
年
齢
の
引
き

下
げ
法
の
内
容
と
今
後
の

地
方
で
の
と
り
く
み
の
課

題
基
本
的
に
は
、
国
家
公

務
員
と
同
様
だ
が
、
具
体

的
に
は
「
条
例
」
で
定
め

る
こ
と
に
な
り
、
自
治
体

ご
と
の
運
用
や
制
度
設
計

が
重
要
と
な
る
こ
と
、
そ

し
て
、
国
家
公
務
員
と
同

じ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
運
用

す
る
に
は
、
各
自
治
体
で

２
０
２
１
年
度
中
に
条
例

改
正
が
必
要
と
な
り
、
今

年
度
中
の
県
と
の
交
渉
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
地
方

公
務
員
の
定
年
引
上
げ
は
、

誰
も
が
安
心
し
て
働
き
続

け
、
将
来
の
人
員
の
確
保

や
教
育
の
充
実
に
つ
な
が

る
制
度
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
結
び
ま
し
た
。

（
４
）
教
員
免
許
更
新
制

の
文
科
省
の
審
議
状
況
と

私
た
ち
の
と
り
く
み

中
教
審
の
教
員
養
成
部

会
で
は
、
次
期
教
員
養
成

部
会
へ
の
申
し
送
り
事
項

と
し
て
、
「
教
員
免
許
更

新
制
」
は
、

10
年
に
１
度

の
更
新
講
習
の
効
果
は
限

定
的
と
評
価
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
指
摘
し
て
い

ま
す
。

7
月

13
日
付
け
新

聞
報
道
で
、
免
許
更
新
制

の
廃
止
の
文
言
が
出
た
も

の
の
、
羽
生
田
文
科
大
臣

は
、
廃
止
を
否
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
「
令
和
の
日

本
型
学
校
教
育
」
を
担
う

教
師
の
学
び
（
新
た
な
姿

の
構
想
）
の
な
か
で
、
官

製
研
修
の
強
化
や
研
修
の

デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
が
論
点

と
し
て
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

【
分
科
会
の
概
要
】

４
つ
の
レ
ポ
ー
ト
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

①
「
悩
み
調
査
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
活
用
に
つ
い
て
」

前
田
祥
紀
さ
ん
（
五
島
定
）

②
「
長
崎
工
業
高
校
の
平

和

学

習

」

今

泉

宏

さ

ん

（
長
工
全
日
）
③
「
鳴
滝

昼
間
分
会
の
通
級
指
導
」

平
湯
政
敏
さ
ん
（
鳴
滝
昼
）

④
「
あ
る
生
徒
の
問
題
行

動
と
教
室
へ
の
復
帰
ま
で
」

勝
村
功
さ
ん
（
波
佐
見
）

【
参
加
者
の
感
想
】

個
別
の
支
援
計
画
を
作
っ

て
い
る
生
徒
が
複
数
い
て
、

関
係
す
る
各
先
生
方
の
対

応
も
大
変
で
あ
る
／
個
別

の
支
援
計
画
を
作
ら
な
か
っ

た
こ
と
で
の
不
都
合
な
事

例
等
を
聞
き
た
い
／
今
年

度
の
特
別
支
援
の
担
当
と

な
っ
て
、
今
回
の
レ
ポ
ー

ト
は
と
て
も
参
考
に
な
っ

た
／
今
後
も
教
員
免
許
更

新
に
関
す
る
情
報
を
提
供

し
て
ほ
し
い
。

８
月
７
日
、
第

32
回
定

通
部
大
会
を
高
教
組
会
館

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

【
役
員
改
選
】

10
年
間
部
長
を
務
め
た

濱
本
さ
ん
（
佐
中
夜
）
に

代
わ
り
、
釣
船
さ
ん
（
島

原
定
）
が
部
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
副
部
長

に
、
濱
本
さ
ん
、
烏
山
さ

ん
（
鳴
滝
夜
）
、
植
木
さ

ん
（
鳴
滝
通
）
を
選
出
し

ま
し
た
。

【

20
年
度
の
活
動
報
告
】

コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
学
習

会
は
開
催
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
県
内
で
は
「
ゆ

め
お
す
」
主
催
講
演
会
・

定
時
制
通
信
制
合
同
説
明

会
、
全
国
の
情
勢
で
は
全

教
定
通
部
に
よ
る
文
科
省

交
渉
の
様
子
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

【

21
年
度
活
動
予
定
】

７
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
た
全
教
定
通
部

学
習
交
流
集
会
の
レ
ポ
ー

ト
「
今
通
信
制
は
」
「
外

国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
」

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

21
年
度
は
定
通
部
が
県

教
委
交
渉
の
年
と
な
っ
て

お
り
、
県
教
委
に
提
出
す

る
重
点
要
求
書
に
関
し
て
、

定
時
制
の
存
在
意
義
を
確

認
し
、
統
廃
合
反
対
、

20

人
学
級
実
現
な
ど
を
中
心

に
各
分
会
か
ら
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

【
県
教
研
分
科
会
】

大
会
後
は
、
県
教
研
定

通
教
育
分
科
会
（
定
通
部

学
習
交
流
集
会
）
を
開
催

し
、
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
学
校
行
事
」
（
鳴
滝
夜
）
、

「
毎
日
学
級
通
信
の
取
り

組

み

」

（

長

工

定

）

、

「
考
査
前
の
授
業
及
び
考

査
で
の
と
り
く
み
」
（
鳴

滝
昼
）
、
「
佐
世
保
中
央

夜
間
部
に
お
け
る
エ
ン
カ

レ
ッ
ジ
コ
ー
ス
の
問
題
点
」

（
佐
中
夜
）
の
４
本
の
レ

ポ
ー
ト
が
出
さ
れ
、
充
実

し
た
学
習
会
と
な
り
ま
し

た
。来

年
度
に
向
け
て
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
ま
れ

ば
、
多
く
の
方
が
全
教
定

通
部
の
学
習
交
流
集
会
に

参
加
し
よ
う
と
い
う
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
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(1)

自
主
研
修
で
学
び
あ
う

全教生権法制局長の吹上氏。自身の経験を

交えてお話しいただいた。 ＝８月１１日

長
崎
高
教
組
夏
季
教
育
研
究
集
会

交
渉
に
向
け
意
見
を
出
し
合
う

定通部大会。ソーシャルディスタンスをとりつつ、

意見は密に交し合う。 ＝８月７日

第
32
回
定
通
部
大
会
と

県
教
研
分
科
会
を
開
催



８
月
６
日
、
全
教
主
催

の
「
教
職
員
平
和
の
つ
ど

い
」
が
行
わ
れ
、
執
行
部

よ
り
今
泉
副
委
員
長
と
佐

藤
書
記
長
が
出
席
し
ま
し

た
。８

月
９
日
に
は
「
被
爆

者
と
と
も
に
、
核
兵
器
の

な
い
平
和
で
公
正
な
世
界

を

⒝

人
類
と
地
球
の
未

来
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

と
し
、
原
水
爆
禁
止
２
０

２
１
年
世
界
大
会
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
約
９

０
０
０
人
が
視
聴
し
ま
し

た
。今

年
１
月

22
日
、
核
兵

器
を
取
り
巻
く
状
況
は
新

し
い
時
代
に
入
り
、
圧
倒

的
多
数
の
国
の
政
府
の
支

持
と
世
論
の
高
ま
り
の
な

か
で
、
核
兵
器
禁
止
条
約

が
発
効
し
、
核
兵
器
の
使

用
、
威
嚇
、
開
発
、
実
験
、

製
造
、
貯
蔵
な
ど
す
べ
て

の
活
動
が
違
法
と
宣
言
さ

れ
、
運
動
に
追
い
風
が
吹

い
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
立
場
が
あ
る

中
で
、
日
米
安
保
条
約
を

支
持
、
を
主
張
す
る
人
た

ち
も
含
め
て
、
多
く
の
方
々

が
、
「
日
本
は
核
禁
条
約

に
署
名
、
批
准
す
べ
き
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

数
は
世
論
調
査
で
７
割
超

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
核
抑
止
論
が
信
じ
ら
れ

な
い
、
成
り
立
た
な
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
意
思
表
明

だ
と
思
い
ま
す
。
核
保
有

国
が
抑
止
論
を
主
張
し
て

も
既
に
成
り
立
た
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
禁
止
条
約
の

立
役
者
で
あ
る
被
爆
者
の

高
齢
化
は
進
み
、
体
験
を

ど
う
後
世
に
伝
え
る
か
は

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
日
本
政
府
に
禁
止

条
約
の
署
名
・
批
准
を
求

め
る
署
名
な
ど
世
論
を
つ

く
る
た
め
の
と
り
く
み
が

す
す
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
核
兵
器
禁
止
条

約
を
力
に
、
市
民
社
会
と

諸
国
政
府
が
力
を
合
わ
せ

て
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

へ
の
道
を
き
り
ひ
ら
こ
う

と
、
一
部
の
著
名
人
た
ち

は
政
治
的
な
発
言
を
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

欧
米
の
場
合
は
、
恵
ま

れ
た
環
境
に
い
る
有
名
人

こ
そ
、
そ
の
影
響
力
を
使
っ

て
社
会
に
何
ら
か
の
形
で

貢
献
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
、
と
い
う
「
ノ
ブ
レ
ス
・

オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
」
（
高
貴

な
者
の
義
務
）
に
基
づ
い

た
考
え
方
が
一
般
的
で
す
。

有
名
人
が
多
額
の
寄
付
を

し
た
り
、
政
治
的
な
こ
と

も
含
め
て
社
会
問
題
に
言

及
を
す
る
こ
と
こ
そ
【
あ

る
べ
き
姿
】
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

坂
本
龍
一
、
小
泉
今
日

子
、
き
ゃ
り
ー
ぱ
み
ゅ
ぱ

み
ゅ
、
大
阪
な
お
み
な
ど
、

日
本
の
著
名
人
も
一
市
民

と
し
て
政
治
に
関
わ
る
姿

勢
の
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
、
北
海
道
出

身
の
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
」
は
原
爆
を
題

材
に
芝
居
や
歌
を
交
え
た

漫
才
を
作
り
長
崎
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
「
長
崎
や

広
島
だ
け
が
考
え
る
問
題

で
も
な
い
。
原
爆
の
話
に

“
触
れ
に
く
い
”
と
感
じ

る
人
は
全
国
に
多
い
。
芸

人
だ
か
ら
こ
そ
『
笑
い
』

を
通
じ
、
そ
の
認
識
を
変

え
ら
れ
る
の
で
は
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
教
職
員
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
諸
説
あ
り

ま
す
が
、
教
育
（e

d
u
c
a
t

e

）
は

e

「
外
へ
」d

u
c
e

「
導
く
」a

t
e

「
す
る
」

が
語
源
で
す
。
学
校
で
は

「
中
立
」
を
大
事
に
す
る

あ
ま
り
、
先
生
が
職
員
室

の
中
で
さ
え
も
「
政
治
に

は
触
れ
て
は
い
け
な
い
も

の
」
と
い
う
雰
囲
気
が
作

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は

大
き
な
問
題
で
す
。
民
主

主
義
の
社
会
に
ふ
さ
わ
し

い
大
人
を
作
る
た
め
に
、

生
徒
間
の
活
発
な
議
論
を

促
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

中
立
と
は
、
先
生
が
教
室

で
様
々
な
意
見
が
飛
び
交

う
環
境
を
作
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本

で
は
生
徒
が
「
意
見
を
言

う
」
こ
と
に
対
し
否
定
的

な
見
方
を
す
る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

根
底
に
は
「
ま
ず
自
分
の

や
る
べ
き
こ
と
を
全
部
完

璧
に
こ
な
し
て
か
ら
、
意

見
し
な
さ
い
」
と
の
教
育

方
針
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
自
分
が
や
る
べ
き
こ
と

を
完
璧
に
や
ろ
う
」
な
ん

て
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、

「
世
襲
」
だ
ら
け
の
政
治

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

２
０
２
１
原
水
爆

禁
止
国
民
平
和
大
行

進
は
、
８
月
１
日
か

ら
６
日
に
県
内
行
進

を
行
い
ま
し
た
。
例

年
通
り
な
ら
ば
、
全

国
各
地
を
ス
タ
ー
ト

し
た
行
進
を
佐
賀
県

か
ら
引
継
ぎ
、
各
地

区
を
つ
な
い
で
、
最
終
目

的
地
の
爆
心
地
公
園
へ
向

か
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

年
も
昨
年
に
引
き
続
き
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
の
た
め
、
各
地
区
ご

と
に
短
時
間
の
行
進
や
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。

高
教
組
は
、
７
月

31
日

の
佐
世
保
で
の
網
の
目
行

進
か
ら
、
県
内
す
べ
て
の

地
区
で
の
行
進
に
の
べ

11

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
長
崎
地
区
参
加
報
告
】

８
月
５
日
の
鉄
橋
で
の

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
炎
天
下
の

中
、
長
崎
市
中
心
部
の
中

島
川
に
架
か
る
鉄
橋
の
上

で
、
横
断
幕
や
の
ぼ
り
を

掲
げ
、

30
分
間
、
道
行
く

人
た
ち
に
戦
争
反
対
、
核

兵
器
廃
絶
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
無
言
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。
原
子

爆
弾
の
本
来
の
投
下
目
標

は
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

行
っ
た
鉄
橋
か
ら
少
し
上

流
の
常
盤
橋
付
近
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
も
し
昭
和

20

年
８
月
９
日
、
長
崎
市
の

上
空
が
晴
天
だ
っ
た
な
ら

ば
、
こ
の
付
近
が
爆
心
地

に
な
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い

な
が
ら
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
マ
ス
ク
を
付

け
た
ま
ま
、
浜
の
町
ア
ー

ケ
ー
ド
を
通
り
抜
け
、
思

案
橋
か
ら
長
崎
駅
に
向
け

て
、
町
を
歩
く
人
々
や
車

に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
を
し

な
が
ら
行
進
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
８
月
６
日
は
、

長
崎
駅
前
高
架
広
場
か
ら

爆
心
地
公
園
ま
で
行
進
。

到

着

後

に

終

結

集

会

を

「
原
爆
落
下
中
心
地
碑
」

前
で
行
い
ま
し
た
。
長
崎

県
知
事
、
長
崎
市
長
の
挨

拶
（
代
読
）
と
、
長
崎
原

水
協
代
表
の
挨
拶
に
続
き
、

う
た
ご
え
協
議
会
の
皆
様

と
一
緒
に
平
和
の
歌
を
合

唱
し
、
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

高
教
組
は
各
地
区
で
実

行
委
員
会
に
参
加
し
、
関

係
の
各
団
体
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
行
進
、
集
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
参
加
者
に

は
、
若
い
方
々
の
姿
も
多

数
見
ら
れ
ま
し
た
。
平
和

な
世
の
中
が
続
く
よ
う
、

若
い
世
代
に
今
後
の
活
動

が
受
け
つ
が
れ
て
い
く
こ

と

を

願

う

ば

か

り

で

す

（
牟
田
・
今
泉
）
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(2)

核
ゼ
ロ
を
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

職
員
平
和
の
つ
ど
い

佐
世
保
は
網
の
目
行
進
も

原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

７
割
超
が
「
核
禁
条
約
に
批
准
す
べ
き
」

著
名
人
の
政
治
に
関
わ
る
姿
勢
が
変
化

教
職
員
も
声
を
あ
げ
よ
う

平和行進に集まった有志たち。上は長崎駅前高架広場での出発集会。

下は爆心地公園での終結集会。 ＝８月６日

ピカソの鳩


